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社会正義

調和主義が文明規模での正義をどのように理解しているか、そして現代のアイデンティティベースの正義運動がなぜ彼らが約束する変化をもたらすことに失敗するのか。




正義とは一致

調和主義の見方では、正義は外部から現実に押し付けられた価値ではない—普遍的原則として装われた道徳的嗜好ではない。それはロゴス（あらゆる顕現を構造化する宇宙的秩序原理）との一致の直接的な表現である。ロゴスと一致した文明は、健康な身体が健康を生み出すのと同じくらい必然的に正義を生み出す。その逆も等しく真実である：ロゴスと不一致な文明は、どれだけ多くの富を蓄積しようが、公正さへの約束を叫ぼうが、その不一致に正確に比例した苦しみを生み出す。

これが調和の建築がすべての文明的柱の中心にダルマ—宇宙的秩序との一致—を置く意味である。正義は独立して最適化されうる政策の離散的領域ではない。それは、文明的生命のあらゆる次元（維持、管理、統治、共同体、教育、生態、文化）が共有の中心の周りを公転するときに現れる一貫性である。ダルマが中心を保つとき、すべての柱は権力、市場力学、または集団的感情ではなく、真実に関連してそれら自身を組織する。

アンデス伝統のアイニ原理はこれを具体的に名付ける：神聖な相互性—正しき関係が継続的に更新される相互性。静的な法ではなく生きた実践。抽象的な原理ではなく、交換、義務、自己と共同体の間、共同体と宇宙の間の継続的な調整。この視点から、正義は政府が人口に「提供する」何かではない。それは共同体が、リソースの循環方法、権力の配分方法、長老がどのように敬われるか、子どもたちがどのように育成されるか、そして土地がどのように管理されるかにおいて、瞬間から瞬間へと「実践する」何かである。正義の健康は、これらの関係の健康に可視化される。

ムナイ—愛-意志—がこの実践に命を吹き込む。感傷的な愛情ではなく、全体の一致に向かう指向された力。ムナイから行為する者は、美徳-兆候化や道徳的パフォーマンスとして正義を遂行しない。彼らは、一貫性が出現するために状況が求めるものをするー時には再配分を意味し、時には説明責任を意味し、時には実際に機能する代替構造を構築する困難な仕事を意味し、むしろそれらが機能しない構造を見せかけで攻撃するのではなく。





建築の正義への答え

調和の建築それ自体が、正義の質問に対する調和主義的答えである。それは、ダルマと一致した文明が具体的に何のように見えるかを明確にしている：

維持（Sustenance）ロゴスと一致すれば、あらゆる人間が本当に栄養を与える食物、きれいな水、症状を管理するのではなく治す医学へのアクセスを有する。慈善や権利ベースの権利ではなく、その民の生物学的健康が最初の義務である文明の論理的な帰結として。

管理（Stewardship）ロゴスと一致すれば、クローズドループとして設計された物質システムー何も浪費されず、リソースはすべてのメンバーの繁栄のために世代を超えて管理され、現在において私的利益のために抽出されず将来を損なう。

統治（Governance）ロゴスと一致すれば、ダルマ—富ではなく、党派的所属ではなく、アイデンティティグループメンバーシップではなく—が誰がリードするのに適しているかを決定するという原理に従って権力が配分される。賢者、有能者、そして性格が統合された者を特定して昇進させるリーダーシップ選定メカニズム。罰ではなく復興に向けられた正義システム、報復ではなく説明責任に向けられた。

共同体（Community）ロゴスと一致すれば、関係における本当の相互性—自由経済の断片化された個人主義でもなく、全体主義的構造の強制された同調でもなく、自律と相互依存が互いを強化する中間の道。本当の関係、手段化されていない関係。

教育（Education）ロゴスと一致すれば、全体的な人間の育成—経済単位の製造でもなく、イデオロギー的コンプライアンスの押し付けでもなく、真実を認識し体現することができる個人の発展。これはダルマから行為する者たちの中で正義のための内なる能力を育成する。

生態（Ecology）ロゴスと一致すれば、占領軍力としてではなく生きた全体の一部として構造化された人間の文明。環境政策としてではなく文明的一貫性の基本線として、土地、水、空気、そして生存のために私たちが依存する非人間の生命体の再生。

文化（Culture）ロゴスと一致すれば、現実のより深い パターンへ人間の意識を調整する芸術、音楽、物語、儀式など世代を超えた真実で美しいものの伝承。装飾としてではなく、文明が一致を保つ機構として。

これら七つの柱が中心のダルマの周りに自分たち自身を組織するとき、現れるのは正義である—政策改革を通じて「達成された」何かではなく、構造的一貫性の自然な表現として。その逆も等しく真実である：これらの柱のいずれかでロゴスに違反する文明は、他の柱の周りで道徳的パフォーマンスにどれだけ多くのエネルギーが費やされようが、対応する苦しみを生み出す。





アイデンティティ・イデオロギー診断

現代の社会正義イデオロギーは、根本的に異なるアーキテクチャから作動する—そしてそのアーキテクチャは運動がそれ自身の用語で失敗することを保証する。

最初の診断：アイデンティティベースの正義は人間を範疇に断片化する。 このイデオロギーは人格を人口統計学的セグメント（人種、性別、性的嗜好、身体タイプ、神経学、特権-地位）に分割し、これらの断片の周りに政治的請求を構築する。分析の単位は、全体的な人間ではなく、彼らの意識の質ではなく、彼らがダルマを体現する能力ではなく—アイデンティティ-範疇マトリックス内の彼らの位置となる。

これはまさに調和主義的アプローチの反対である。調和主義は、人間の存在が多次元的統一体であることを認識する：物理的身体、エネルギー体（チャクラシステムとそれに対応する意識状態）、関係に埋め込まれ、場所に根ざし、学び、文化、聖性に向けられた。これらの次元のどれも、他の次元から損傷なしで切断されることはできない。栄養が良いが関係的に孤立し、精神的に死んでいる者は全体的ではない；社会的地位が上げられたが身体が壊れ意識が断片化された者は自由ではない。

アイデンティティ・イデオロギーは一つの次元（人種、または性別、または性的嗜好）を取り、それを経験のすべての他の次元の説明変数として扱う。これは偽りであり破壊的である。それは偽りである、なぜなら人間の人生を形作る要因はアイデンティティ範疇が捉えることができるより遥かに多次元的であるから。それは破壊的である、なぜなら、それは実践者を自分たち自身と他者を彼らの完全な人性の観点からではなく人口統計学的地位の観点を主に通じて見ることへと訓練するから。

その結果、アイデンティティ正義運動は必然的に不正義の実際の根を扱うことに失敗する。黒人がアメリカで企業指導を獲得した場合でも、その睡眠が劣化し、栄養が産業的で、関係が断片化され、意識があらゆる組織化原理から切り離されている場合—その人は解放されたのか？女性が男性との職業的同等性を達成した場合でも、彼女が自分自身の身体から、本当の共同体から、経済的生産性を超えた意味の感覚から切り離されたままの場合—正義が提供されたのか？先住民共同体が土地認識を獲得した場合でも、その若い世代が土地を読む能力、その季節を理解する能力、彼らの祖先を支持した非人間の存在との相互的関係を実践する能力を失った場合—不正義は修正されたのか？

アイデンティティ-正義の枠組みはこれらの質問を尋ねることができない、なぜなら彼らはアイデンティティ範疇を横切るから。それはそれらに対処することができない、なぜなら救済は政策介入ではなく、人間の基本的レベルでの再構成である—これはまさに調和の輪と調和の建築が達成するよう設計されているものである。

二番目の診断：アイデンティティ・イデオロギーは唯物論的本体論から作動する。 それは存在の唯一の実在的次元が物質的なものであることを想定する：身体、その人口統計学、経済的階層における物質的位置。他のすべてのもの—意識、意味、エネルギー的次元、精神的次元、超越的なもの—は派生的であるか幻想的である。

唯物論的視点から、不正義は従って排他的に物質的再配分の問題である。貧困者にさらに多くのリソースを与える。法的構造を変更する。歴史的に周辺化された声を増幅する。これらは実際の変化であり、それらは重要である—しかし彼らは不正義を実際に生み出すものの表面層のみに対処する。

調和主義は、現実が多次元的であることを認識する。物理的次元は実在するが一次的ではない。意識とエネルギー的次元（インド伝統がプラナと呼ぶもの、中国伝統が気と呼ぶもの、アンデス伝統がサミと理解するもの）は同じくらい実在的で因果的に優先される。意識を無視しながら物質資源を再配分しようとする文明は、新しい形式の同じパターンの不正義を生成するだろう。彼ら自身の注意を断片化し、彼ら自身の直接的知覚を信じることを拒み、何が真実かについて機関的権威に従うよう訓練された人—その人は、彼らが占める物質的位置がどうであれ、階層を再創造するだろう。

実在する正義は意識の変容を必要とする。それは明確に考え、真実を知覚し、彼らの行為をロゴスと一致させることができる人間の再構成を必要とする。それはこの変容をサポートしではなく阻害する機関と共同体を構築することを必要とする。アイデンティティ・イデオロギーはこのタスクに従事することができない、なぜなら、それはそのタスクが存在することを否定するから。

三番目の診断：アイデンティティ・イデオロギーは偽った認識論から作動する。 その核心的主張は、生きた経験、特に周辺化された生きた経験が真実の一次的源泉であること—そしてこの生きた経験は反論不可能であることである。人が抑圧を主張する場合、その主張は自動的に真実である。人が彼ら自身のアイデンティティを理解すると主張する場合、その理解は質問を超えている。これはおそらく「認識論的主観主義」と呼ばれるものを生成する—知識の個人的視点への還元。

これは調和実在論が明確にする認識論的姿勢を直接逆にする。調和認識論は、人間が意識に埋め込まれ、真実への直接的アクセスを有することを認識する—しかし個人的主観的経験の形式では。むしろ、最高の知識は収束的である—独立した観察者が、異なるメソッドを使用して、異なる伝統と世紀を超えて、同じ構造的洞察に到達するとき、彼らが何かが実在するものを認識したことを確信することができる。

苦しんでいる人の生きた経験は重要な情報である。しかし情報と真実は同じではない。慢性炎症に苦しんでいる人は彼らが苦しんでいることを知っているが、彼ら主観的経験は、原因が食事、睡眠不足、感情的な自己調整不全、または精神的な切断であるかどうかを彼らに知らせることはできない。システム内で周辺化された人は彼らが苦しんでいることを知っているが、その苦しみの究極的な源が彼らが属する範疇であるか、その範疇が彼らを捕捉した意識であるか、または彼らが自分たち自身をその範疇によって根本的に定義されたと見ることへ彼らを訓練してきた意味体系であるかについて、彼ら経験は彼らに知らせることはできない。

アイデンティティ・イデオロギーが生きた経験を反論不可能な権威として扱うとき、それは実際の学習の可能性を回避する。その代わりに、それは「同盟」の現象を生成する—より周辺化されていない範疇の人々は聞くことと資金調達を許可されるが考えることではなく、質問することではなく、彼ら自身の知覚と推理を持ち込むことではない。これは、イデオロギーが反対すると主張する階層の構造を複製する：一つのグループが真実を話す；他者は聞いて従う。

四番目の診断：アイデンティティ正義は道徳的パフォーマンスを構造的変容に置き換える。 この運動は抑圧者を名付ける—不正義のための非難される人々のグループを特定することに秀でている。それは実際に正義を生み出すであろう代替構造を構築することには遠く及ばない。

これは反応的運動の歴史的パターンである：彼らは対立から彼らのエネルギーを導き出し、一度対立が彼らの組織化原理となると、彼らは構築的に構成において不可能になる。イデオロギーはー診断ツールとして強力である—それは特定のグループが体系的に危害を加えられたことを正確に特定することができる。しかし診断は治療ではない。そして抑圧者の見せかけの非難に費やされたエネルギー—公開の恥さらし、機関的コンプライアンスプレッシャー、明示的なイデオロギー的ステートメントの要求—は実際に機能する何かを構築することに費やされていないエネルギーである。

周辺化されたグループからの人が抑圧的システムを非難することの専門家になることで地位を獲得した者は、依然その システムに埋め込まれている—今やわずかに高い地位で。自分自身内のイデオロギー的純粋性を強化することに費やすエネルギーの共同体は、それを抑圧するシステムから自律的に存在することを可能にするであろう経済的、関係的、教育的、または精神的能力を構築していない。アイデンティティ正義は、おそらく「管理された周辺化」と呼ばれるものを生成する—進歩の外見、解放の実質なしに。





調和主義的正義に向けて

正義への調和主義的アプローチは、既存システムの批判から流れない。それは調和の建築から流れる—あらゆる次元がロゴスと一致しているとき、一貫した文明が何のように見えるかの視点。運動は肯定的道（via positiva）：そのアーキテクチャを構築せよ。実際に栄養を与える食物システムを構築せよ。実際に人間を育成する教育機関を構築せよ。実際に依存性を生成しなしで充分を生成する経済システムを構築せよ。関係が本当である共同体を構築せよ。賢者がリードする統治構造を構築せよ。真実で美しいものを伝える文化を構築せよ。

このアーキテクチャが構築されるにつれて、不一致から流れる不正義は自然に減少する—抑圧的グループが公開での恥さらしを通じてコンプライアンスへ強制されたからではなく、代替構造が古いものの遵守が自明に非合理になるほど明らかに優れているから。機能的代替が利用可能で実証的に優れている場合、機能不全のシステムを放棄するよう誰かを確信させる必要はない。

これは、体系的不正義により引き起こされた直接的苦しみを無視することを意味しない。しかし、それはその症状ではなくその根で苦しみに対処することを意味する。それは、人間経験の各領域について尋ねることを意味する：これがロゴスに従って組織されるとき、これはどのように見えるか？人々がそのような組織を支持するために、どのような能力を開発する必要があるか？利用可能なリソースと人々で、今すぐ、どのようにすれば私たちはその構築を始めることができるか？

答えは既存の機関内での政策改革ではない。答えは代替機関の構造である—実際に智慧を育成する学校、実際に土を再生する農場、実際に正義である経済構造、実際に全体的である共同体。これらの選択肢が増殖し、彼らの一貫性を証明するにつれて、彼らはデフォルトになる。古いシステムは変容していない；彼らは無関連になる。

これが調和主義の正義の理解である：ある不正義なシステム内での苦しみの管理ではなく、それらが真実と一致しているから苦しみを生成しないシステムの構造。
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